
北海道子どもの未来づくり審議会から知事への提言 報告書

「北海道子どもの未来づくり審議会子ども部会」において、子どもの視点から北海道の少子化対策の推

進について議論した結果を提言書にまとめ、道に対して提言を行うものであり、子ども部会を代表して、

部会長と副部会長の２名が来庁し、提言書を知事に提出しました。

＜子ども部会について＞

北海道子どもの未来づくりのための少子化対策推進条例に基づき、子どもが自らの意見を表明する権

利を行使することができ、子どもの意見が適切に社会に反映される環境を整備するため、子どもの視点

から意見を聴取することを目的として平成１７年７月に設置。

＜提言について＞

中高生１７名で構成する子ども部会において、７月２８日、２９日の２日間にわたり「新型コロナウ

イルス感染症の収束が見通せない中にあっても、私たちが未来に希望を持って生活するために必要なこ

と」をテーマにオンラインで審議し、提言書が取りまとめられました。

子ども部会部会長及び副部会長から、提言の内容を

説明し、鈴木知事からは、「皆さんからのご提案を今後

の施策検討の参考にさせていただきたい」とお礼の言

葉がありました。

日 時：令和３年（2021 年）年１２月２１日（火）15:30～15:45

場 所：知事会議室

概 要

提言書手交

趣旨説明、懇談


